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2016年度図書館主催展覧会報告
 1  平成28年度中古文学会春季大会記念展  文化装置としての『源氏物語』―九曜文庫を中心に― 
会　期：2016年5月13日（金）～ 2016年5月28日（土）
会　場：大隈タワー 10階125記念室
こ の 展 覧 会
は、平成28年度
中古文学会春季
大会記念展とし
て、中古文学会
との共催で行っ
た。『源氏物語』
は、その成立か
ら1000年を経て
いるが、この間
の受容形態は実
に多様である。
書写、刊行され
る だ け で は な
く、絵に描かれ、
補作され、梗概化され、ずらされ……。さまざまな形で
享受されてきた『源氏物語』を、一つの「文化装置」という
視座でとらえ、『源氏物語』がどのように機能してきたか
を、豊富な資料でご覧いただいた。出陳資料の中心となっ
たのは、本学名誉教授・中野幸一先生が蒐集され、現在、
その一部が当館の所蔵に帰している「九曜文庫（文庫30）」
の資料群である。その圧倒的な量と質ならびに、中古文
学会で作成した図版入りの丁寧な解説目録によって、多
くの来場者を集め、ご満足いただいた。会期終了後、解
説目録は修訂の上、リポジトリに登録されているので、
万が一、見逃された方は是非ご利用いただきたい。
 2  日本古文書学会大会開催記念展示  公家と武家の中世史
会　期：2016年9月23日（金）～ 2016年10月27日（木）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
日本古文書学会の大会が早稲田大学で開催されるのを
記念し、海老澤衷研究室と図書館共催で展覧会を開催し
た。院政期以来、武士の台頭により、天皇を中心とする
公家社会と将軍を中心とする武家社会が、中世を通じて
政治的には対立と協調・融合を繰り返し、独特の日本文
化を創り上げてきた。今回の展示にあたっては、①院政・
鎌倉時代、②南北朝・室町時代、③戦国時代に分けてそ
れぞれの時代の変遷を追った。早稲田大学には日本古文
書学の泰斗であられる本学名誉教授・故荻野三七彦先生
が蒐集された1000
点を超す古文書が
所蔵されており、
それらが本展示の
中心となった。会
期 中 は ラ イ ブ ラ
リーウィークも開
催され、学会の関
係者だけではなく
多くの学部学生た
ちも来場し、歴史
上の人物たちの筆
跡や墨の持つ力に
感動し、古文書の
面白さを知ったと
いう感想が多数寄
せられた。
 3  早稲田大学中央図書館開館25周年記念展示  第1期「図書館所蔵の国宝・重要文化財」
会　期：2017年3月17日（金）～ 2017年4月5日（水）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
1991年4月 の 中
央図書館開館から
四 半 世 紀 が 過 ぎ
た。中央図書館で
は教育や保存を目
的に画像データを
公開する事業を進
めてきたが、貴重
な資料そのものを
観たいという声も
多く寄せられてい
た。そこで、開館
25周年を記念し図
書館所蔵の名品の
数々を3期に分け
て展示することになり、その第1期が2016年度に開催さ
れた。第1期は指定文化財のうち国宝2点、重要文化財5
件を一堂に集めた。国宝はおよそ10年ぶりの公開となり、
初日から来場者が絶えることなく、時間をかけてゆっく
りと展示をご覧になる姿が印象的であった。また展示室
で配布したオールカラーのパンフレットも大変好評で
あった。引き続き2017年度には第2期「日本の古籍を中心
に」および第3期「海を越えてきたもの」を予定している。
